
令和 4年度の環境影響評価に関する動き 

○浜松市の環境影響評価 

手続が予定されている事業 

・配慮書 

事業名称 事業の場所 手続時期（想定） 

（仮称）浜松陸上風力 浜松市天竜区（スーパー林道沿い） 10 月～ 

浜松市天竜区スーパー林道沿い、竜頭山～秋葉山にかけての陸上風力発電の計画。単

機 4,200kW を最大 12 基、総出力は最大 50,400kW としている。 

事業者は株式会社インフラックスの関連企業で、出力要件から環境影響評価法に基づ

き手続きを行う。同じスーパー林道沿いで先行して手続きを行っている類似事業とし

て、JR 東日本エネルギー開発の風力発電事業が方法書まで手続きを進行している。 

 

 ・方法書 

浜松湖西豊橋道路 浜松市北区～湖西市～愛知県 3月～来年度初め 

 浜松市北区の新東名三ヶ日ジャンクションから湖西市、愛知県豊橋市を結ぶ延長約

30km の道路であり、周辺の高速道路等との広域道路ネットワークを形成する。 

 事業者は配慮書時点では国土交通省であったが、令和 4年 7月に都市計画決定が行わ

れ、以降は浜松市、静岡県、愛知県が事業者となり、手続きを行う。 

 環境影響評価法対象事業である。 

  

・準備書 

（仮称）ウインドパーク天竜

風力発電事業 

浜松市天竜区 再開時期未定 

 準備書手続きにおける公告・縦覧まで完了していたが、一度準備書の届出を取り下げ

た。再度、公告・縦覧から準備書手続きを行う予定だが、再開時期は未定。 

 

○環境影響評価法 風力発電事業の規模要件変更 

 昨年度環境省及び経済産業省が設置した「令和 2 年度再生可能エネルギーの適正な導入

に向けた環境影響評価の在り方に関する検討会」において、風力発電事業の適正な規模要

件についての見解が示された。 

 現行の規模要件 令和 3年 9月以降の規模要件 

法一種 1 万 kW 5 万 kW 

法二種 7,500kW 37,500kW 

（参考） 

市条例一種 
7,500kW 7,500KW 
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(仮称)浜松陸上風力発電事業について 

 

１． 事業者 

浜松陸上風力発電株式会社 

代表者：代表取締役 小出 章 

所在地：東京都港区新橋六丁目 17番 21 号 

 

 

２． 事業の概要 

名称 (仮称)浜松陸上風力発電事業 

原動力の種類 風力（陸上） 

出力 

風力発電所の総出力 最大 50,400kW 

風力発電機の単機出力 4,200kW 

風力発電機の基数 最大 12 基 

実施想定区域 
浜松市天竜区 

スーパー林道天竜線沿いの竜頭山以南 

 

 

３． 事業地および周辺事業 
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＜参考＞アセス手続きフローと配慮書の趣旨について





浜松陸上風力発電株式会社 

（仮称）浜松陸上風力発電事業 計画段階環境配慮書 

に関する市長意見（案） 

 

Ⅰ 全般事項 

１ 風力発電設備の配置等について 

今後の事業計画の検討に当たっては、浜松市風力発電ゾーニング計画（平成 31年 3月公表）を

踏まえた上で計画段階配慮事項に係る重大な環境影響の程度を整理し、その結果を風力発電設備

（取付道路等の付帯施設を含む。以下同じ。）の構造・配置又は位置・規模（以下、「配置等」と

いう。）の決定に反映すること。また、環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）において

は、配置等を可能な限り明確にするとともに、検討経緯及びその内容を記載すること。 

２ 最新の知見の導入について 

今後の事業計画の検討に当たっては、風力発電設備や環境保全に関する最新の知見を踏まえ、

環境影響の回避、低減に努めること。 

３ 他の風力発電事業との関係について 

事業実施想定区域及びその周辺において他の風力発電事業が計画されていることから、可能な

限り情報収集を行い、想定される累積的影響について考慮すること。 

４ 地域住民等に対する情報提供について 

本事業の実施に関しては、地域住民、土地所有者及び関係団体等に対して、環境影響評価の調

査結果等について、積極的な情報提供や丁寧な説明を行い、合意形成を図ること。 

５ 事業計画の見直しについて 

下記の個別事項について、環境影響を回避又は十分に低減できない場合には、風力発電設備の

配置等の再検討、事業実施想定区域の削減を含む事業計画の見直しを行うこと。 

 

Ⅱ 個別事項 

 １ 騒音、超低周波音及び風車の影について 

事業実施想定区域及びその周辺に住宅が存在しているため、風力発電設備の配置等の検討に当

たっては、騒音及び超低周波音、風車の影による影響を回避、低減するよう配慮すること。 

 ２ 水質について 

事業実施想定区域は、地域住民が飲料水として利用する水（湧水、沢水等）の供給源に当たる

ため、樹林の伐採や地形の改変（以下、「開発」という。）による水質悪化、水量減少等が懸念さ

れる。また、清流といわれる下流河川の源流になる小規模な河川も多数存在し、開発により下流

河川の汚濁や土砂流出が懸念されることから、具体的な事業計画の検討に当たっては水源及び河

川の状況を調査し、水質及び水量の保全等に配慮すること。 

 ３ 地形、地質について 

（１）事業実施想定区域には、水源涵養保安林が含まれており、開発によって保安林の機能低下の

恐れがあることから、具体的な事業計画の検討に当たっては、保安林の保全に配慮すること。 

（２）事業実施想定区域には、砂防指定地等が含まれているほか、指定地以外でも地すべり等の土

砂災害の恐れがある。特に、資材搬入道路として予定している天竜スーパー林道に沿った区域
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浜松陸上風力発電株式会社 

では、過去の崩落等の経緯から、地すべり、下流河川への土砂流出等の土砂災害への懸念を地

域住民が抱いている。このため、現地測量、地域でのヒアリング等で状況を把握し、周辺に影

響が生じないよう配慮すること。 

４ 動物、植物、生態系について 

（１）事業実施想定区域及びその周辺は、様々な河川の上流部に当たり、開発による土砂流出及び

水質悪化が動植物へ与える影響が懸念されることから、具体的な事業計画の検討に当たっては、

動植物への影響を回避・低減するよう配慮すること。 

（２）事業実施想定区域及びその周辺は、クマタカ等の猛禽類が生息している可能性があるほか、

渡り鳥の移動経路になっている。これらの鳥類に対するバードストライク等の影響が懸念され

ることから、風力発電設備の配置等の検討に当たっては、専門家の指導を受けたうえで調査、

予測及び評価を行い、影響を回避・低減するよう配慮すること。 

５ 景観、人と自然とのふれあいの活動の場について 

（１）事業実施想定区域及びその周辺では豊かな自然や景観が大きな資源となっており、風力発電

設備を設置することにより、これらの景観資源や自然環境に影響を及ぼす可能性があることか

ら、フォトモンタージュ等により調査、予測及び評価を行った上で、風力発電設備の配置等を

検討すること。 

（２）日常における景観の変化が地域住民にとっては重要と考えられることから、調査対象地点と

して主要な眺望点の他に生活の場からの眺望点を加えて、景観の変化に関する調査、予測及び

評価を行うこと。 

６ 廃棄物等 

事業の実施に伴い発生する残土については、その発生の抑制に努めるとともに、残土処理によ

る工事中及び供用後の環境影響を適切に予測及び評価すること。 

 

 



 

（仮称）天竜風力発電事業 計画段階環境配慮書 

に関する市長意見 

 

Ⅰ 全般事項 

１ 風力発電設備の配置等について 

今後の事業計画の検討に当たっては、浜松市風力発電ゾーニング計画（平成 31年 3月公表）を

踏まえた上で計画段階配慮事項に係る重大な環境影響の程度を整理し、その結果を風力発電設備

（取付道路等の付帯施設を含む。以下同じ。）の構造・配置又は位置・規模（以下、「配置等」と

いう。）の決定に反映すること。また、環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）において

は、配置等を可能な限り明確にするとともに、検討経緯及びその内容を記載すること。 

２ 最新の知見の導入について 

今後の事業計画の検討に当たっては、風力発電設備や環境保全に関する最新の知見を踏まえ、

環境影響の回避、低減に努めること。 

３ 他の風力発電事業との関係について 

事業実施想定区域及びその周辺において他の風力発電事業が計画されていることから、可能な

限り情報収集を行い、想定される累積的影響について考慮すること。 

４ 地域住民等に対する情報提供について 

本事業の実施に関しては、地域住民、土地所有者及び関係団体等に対して、環境影響評価の調

査結果等について、積極的な情報提供や丁寧な説明を行い、合意形成を図ること。 

 ５ 事業計画の見直しについて 

下記の個別事項について、環境影響を回避又は十分に低減できない場合には、風力発電設備の

配置等の再検討、事業実施想定区域の削減を含む事業計画の見直しを行うこと。 

 

Ⅱ 個別事項 

 １ 騒音、超低周波音及び風車の影について 

事業実施想定区域及びその周辺に住宅が存在しているため、風力発電設備の配置等の検討に当

たっては、騒音及び超低周波音、風車の影による影響を回避、低減するよう配慮すること。 

 ２ 水質について 

    事業実施想定区域は、地域住民が飲料水として利用する水（湧水、沢水等）の供給源に当たる

ため、樹林の伐採や地形の改変（以下、「開発」という。）による水質悪化、水量減少等が懸念さ

れる。また、清流といわれる下流河川の源流になる小規模な河川も多数存在し、開発により下流

河川の汚濁や土砂流出が懸念されることから、具体的な事業計画の検討に当たっては水源及び河

川の状況を調査し、水質及び水量の保全等に配慮すること。 

 ３ 地形、地質について 

  （１）事業実施想定区域には、水源涵養保安林が含まれており、開発によって保安林の機能低下の

恐れがあることから、具体的な事業計画の検討に当たっては、保安林の保全に配慮すること。 

  （２）事業実施想定区域には、砂防指定地等が含まれているほか、指定地以外でも地すべり等の土

砂災害の恐れがある。特に、資材搬入道路として予定している天竜スーパー林道に沿った区域

別紙 

<参考>
　JR東日本エネルギー開発
　配慮書市長意見
　(R元.10.18）



 

では、過去の崩落等の経緯から、地すべり、下流河川への土砂流出等の土砂災害への懸念を地

域住民が抱いている。このため、現地測量、地域でのヒアリング等で状況を把握し、周辺に影

響が生じないよう配慮すること。 

４ 動物、植物、生態系について 

  （１）文献調査が不十分であると考えられることから、分野ごとの地域の専門家に意見聴取等を行

い、結果を方法書に記載すること。 

  （２）事業実施想定区域及びその周辺は、様々な河川の上流部に当たり、開発による土砂流出及び

水質悪化が動植物へ与える影響が懸念されることから、具体的な事業計画の検討に当たっては、

動植物への影響を回避・低減するよう配慮すること。 

  （３）事業実施想定区域及びその周辺は、クマタカ等の猛禽類が生息している可能性があるほか、

渡り鳥の移動経路になっている。これらの鳥類に対するバードストライク等の影響が懸念され

ることから、風力発電設備の配置等の検討に当たっては、専門家の指導を受けたうえで調査、

予測及び評価を行い、影響を回避・低減するよう配慮すること。 

 ５ 景観、人と自然とのふれあいの活動の場について 

  （１）事業実施想定区域内は、竜頭山、常光寺山等の景観資源が存在し、竜頭山展望台や天竜の森

には市民が訪れるなど、人と自然とのふれあいの活動の場となっている。風力発電設備を設置

することにより、これらの景観資源や自然環境に影響を及ぼす可能性があることから、フォト

モンタージュ等により調査、予測及び評価を行った上で、風力発電設備の配置等を検討するこ

と。 

（２）日常における景観の変化が地域住民にとっては重要と考えられることから、調査対象地点と

して主要な眺望点の他に生活の場からの眺望点を加えて、景観の変化に関する調査、予測及び

評価を行うこと。 

 ６ 文化財について 

    文献調査が不十分であると考えられることから、関係機関に意見聴取を行い、結果を方法書に

記載すること。 

 



 

（仮称）ウインドパーク天竜風力発電事業 計画段階環境配慮書 

に関する市長意見 

 

Ⅰ 全般事項 

１ 風力発電設備の配置等について 

今後の事業計画の検討に当たっては、浜松市風力発電ゾーニング計画（平成 31年３月公表）を

踏まえた上で計画段階配慮事項に係る重大な環境影響の程度を整理し、その結果を風力発電設備

（取付道路等の付帯施設を含む。以下同じ。）の構造・配置又は位置・規模（以下、「配置等」と

いう。）の決定に反映すること。また、環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）において

は、配置等を可能な限り明確にするとともに、検討経緯及びその内容を記載すること。 

２ 最新の知見の導入について 

今後の事業計画の検討に当たっては、風力発電設備や環境保全に関する最新の知見を踏まえ、

環境影響の回避、低減に努めること。 

３ 他の風力発電事業との関係について 

事業実施想定区域及びその周辺において他の風力発電事業が計画されていることから、可能な

限り情報収集を行い、想定される累積的影響について考慮すること。 

４ 地域住民等に対する情報提供について 

本事業の実施に関しては、地域住民、土地所有者及び関係団体等に対して、環境影響評価の調

査結果等について、積極的な情報提供や丁寧な説明を行い、合意形成を図ること。 

 ５ 事業計画の見直しについて 

下記の個別事項について、環境影響を回避又は十分に低減できない場合には、風力発電設備の

配置等の再検討、事業実施想定区域の削減を含む事業計画の見直しを行うこと。 

 

Ⅱ 個別事項 

 １ 騒音、超低周波音及び風車の影について 

事業実施想定区域及びその周辺に住宅が存在しているため、風力発電設備の配置等の検討に当

たっては、騒音及び超低周波音、風車の影による影響を回避、低減するよう配慮すること。  

２ 水質について 

    事業実施想定区域は、地域住民が飲料水として利用する水（湧水、沢水等）の供給源に当たる

ため、樹林の伐採や地形の改変（以下、「開発」という。）による水質悪化、水量減少等が懸念さ

れる。また、清流といわれる下流河川の源流になる小規模な河川も多数存在し、開発により下流

河川の汚濁や土砂流出が懸念されることから、具体的な事業計画の検討に当たっては水源及び河

川の状況を調査し、水質及び水量の保全等に配慮すること。 

３ 地形、地質について 

  （１）事業実施想定区域には、水源涵養保安林が含まれており、開発によって保安林の機能低下の

恐れがあることから、具体的な事業計画の検討に当たっては、保安林の保全に配慮すること。 

  （２）事業実施想定区域には、砂防指定地等が含まれているほか、指定地以外でも地すべり等の土

砂災害の恐れがあることから、現地測量等により状況を把握し、周辺に影響が生じないよう配

別紙 

<参考>
　シーテック
　配慮書市長意見
　(R元.10.18）



 

慮すること。 

（３）資材搬入道路の整備について、工事により周辺環境に影響を及ぼす恐れがあることから、開

発による環境影響を低減できるよう配慮すること。 

 ４ 動物、植物、生態系について 

  （１）文献調査が不十分であると考えられることから、分野ごとの地域の専門家に意見聴取等を行

い、結果を方法書に記載すること。 

  （２）事業実施想定区域及びその周辺は、様々な河川の上流部に当たり、開発による土砂流出及び

水質悪化が動植物へ与える影響が懸念されることから、具体的な事業計画の検討に当たっては、

動植物への影響を回避・低減するよう配慮すること。 

  （３）事業実施想定区域及びその周辺は、クマタカ等の猛禽類が生息している可能性があるほか、

渡り鳥の移動経路になっている。これらの鳥類に対するバードストライク等の影響が懸念され

ることから、風力発電設備の配置等の検討に当たっては、専門家の指導を受けたうえで調査、

予測及び評価を行い、影響を回避・低減するよう配慮すること。 

 ５ 景観、人と自然とのふれあいの活動の場について 

  （１）事業実施想定区域及びその周辺では豊かな自然や景観が大きな資源となっており、風力発電

設備を設置することにより、これらの景観資源や自然環境に影響を及ぼす可能性があることか

ら、フォトモンタージュ等により調査、予測及び評価を行った上で、風力発電設備の配置等を

検討すること。 

（２）日常における景観の変化が地域住民にとっては重要と考えられることから、調査対象地点と

して主要な眺望点の他に生活の場からの眺望点を加えて、景観の変化に関する調査、予測及び

評価を行うこと。 


